
帯広東ロータリークラブ会報

◎起　　　立 加藤昭治副ＳＡＡ

◎友情の握手 加藤昭治副ＳＡＡ

◎点　　　鐘 西田会長

◎開会宣言 加藤昭治副ＳＡＡ
ロータリーソング

　それでこそロータリー

  加藤昭治副ＳＡＡ

◎ゲスト紹介 西田会長

◎会　　　食

会長挨拶 西田会長

　少し前に我が家の庭で、

あれまつむしや、あれすず

むしが、なきだして

と秋の訪れがやってきたと

感じていたら、木々の葉も

急に色づき台風19号が通り

すぎたら、遠く日高の山々

の頂には、白いものが見え

るようになりました。朝晩

めっきり冷え込んで参りま

した。

　気候の変わり目には、体

調変化が著しく、健康管理

が難しいです。みなさんも十分注意してください。

　本日は、通常夜間例会であります。なぜ夜間例会を、

とのご指摘がございました。

　情報集会等で夜の例会もいいのでは、と言う意見があ

りました。例会終了後に半分自分持ちでありますが、懇

親の場を設け、友好の絆を深めて頂ければと考えました。

　色々なご意見もあろうかと思いますが本日と、年明け

２月にもう一度予定しております。

会務報告 深澤幹事

特にありません

委員会報告 親睦活動委員会　益子委員長

　10月10日地区大会のゴルフコンペがあり、130名を

超える参加者の中、石川委員長がベスグロを獲り総合

３位に入賞しました。

本日例会終了後、２次会を企画しております。

　場所：サウンドイン歌夢音

ニコニコ献金  越浦親睦委員

毅西田会長：寒くなってきまし

たネー、夜間例会も何卒ヨロ

シク。

毅阿部副会長：だんだん寒くな

ってきました、風邪ひかない

ように気をつけて下さい。

毅深澤幹事：神戸に遊びに行っ

て来ました、バラ風呂に入っ

て写真を撮ろうとしたらスマ

ホ持ち込み厳禁の貼り紙が！

毅内山会員：お世話になっています、ありがとうござい

ます。

毅益子会員：写真ありがとうございました。

毅古川会員：秋も深まってきました、先日福原山荘に行

ってきました、紅葉は真っ盛りでした、大変きれいで

した。

毅池田会員：写真ありがとうございました。

毅加藤武志会員：過日静岡県三島市で全国詩吟合吟大会

でとかちの男性チームが全国優勝しました、私もメン

バーの一員です、ニコニコします。

毅角会員：新入会員卓話の機会をいただきましてありが

とうございます。
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北海道で一番であるという評価をもらい、北海道を代表

する会社にしていこう。社員一人ひとりが会社を愛し、

誇りを持てる中堅企業になろうということを宣言する。

今年は創業60周年で、東京に２泊３日で90名を引き連れ

社員旅行に行った。社員やその家族と60周年を祝い、

100周年を目指すことを皆で決意した。

　今後は全員参加型の経営を目指すということを掲げ、

経営者も社員も一緒に頑張れる環境づくりをしていきた

い。

・弊社の事業展開について

　昨年度より事業理念を掲げ「情報をカタチにする仕事」

と定義して、印刷だけでなく他の事業展開もするように

方向転換する。

　販売を促進する手段として印刷物だけでなく Web に関

するサービスやＴＶコマーシャルなどの映像制作、

TONxTON ポータルサイト事業、イベント（今年から帯広

三大まつりである、平原まつり、菊まつりを委託運営）

などを展開する。

出席報告 高田出席委員長

月日 会員数 出席 出席率

9/2 42 29 69.0%

9/16 42 28 66.6%

9/21 42 17 40.5%

9/26 42 26 61.2%

◆「和気藹々」二次会◆ 於 歌夢音

次週のプログラム

　10月28日（火）　卓話（米山奨学生）

　　　　　　　　李　勝妍（イ スンヨン）様

プログラム

【新入会員卓話】　角高紀会員

・自己紹介

　現在、44歳で妻と犬が一匹、

そして二世帯で母親と生活をし

ています。二人兄弟の二男です。

　趣味はゴルフ、高校・大学と

テニス部で生涯できるスポーツ

ということでゴルフ・テニスを

考えています。

　東洋印刷は今年で創業から60

周年になりますが、池田勇（創

業社長）が創業した会社になります。二代目が私の父に

なります。創業社長は私の父の叔父にあたり、当時、父

が28歳のときに東洋印刷に入社した。昭和62年に父が社

長になり、私が高校２年生のときで、大変驚いたのと同

時に誇りに思えた。

　私は大学進学で東京に暮らし、卒業後リョーインとい

う印刷関連の東京の会社に入社し、ＩＴ関連部門でシス

テムエンジニアとして８年勤めました。

　東洋印刷に入らないかということを言われておりまし

た。将来を考えたときに帯広に帰りたいという思いが強

くなり、帯広に戻る決心をしました。

　東洋印刷に入社したのが13年前の31歳のときで、父が

63歳のときでした。入社して感じたのは、社内での社長

としての存在感、対外的にも同友会の支部長をしている

ときで、父の存在が自分の中では大変大きなものになり、

自分の目標として頑張ってみようと決意。

・社長になって思ったこと…

　父が他界し、急に後ろ盾が無くなったので、何事もす

べて自分が最終判断し、責任をとらなくてはならない、

社員を守っていかなくてはならない等、色々なことに不

安にかられました。しかし自分のことを応援してくれる

方々、お客様、友人に助けてもらったことに感謝。会社

の代表として初めての仕事が父の社葬でしたが、社葬を

社員全員で力を合わせて父を送り出すことができ、亡き

父にも安心させることができ、自分自身も身の引き締ま

る思いでスタートすることができた。お客様を大事にす

ることと同じくらい社員を大事にすることが大切である

と気づいた。

　社長としてやらなくてはならないことの一つに、自分

の想いを具体的な方針として明文化すること。経営方針

書の中に自分の想いを記すことが大事。

　「お客様第一主義を信条に行動します」が基本方針の一

つ。「お客様満足向上」と「お客様価値創造」という二つの

キーワードによってお客様第一主義を実践。「お客様満足

向上」とは、お客様から要求されることに対して、お客

様がイメージしている期待よりも高いレベルで応えるこ

とを目指す。「お客様価値創造」とは、お客様さえも気づ

いていない価値（アイデア、新商品）を提案することで、

お客様へ今までになかった新しい満足を提供すること。

　「社員にとって誇りを持てる会社を目指します」も基本

方針の一つ。中期ビジョンの中では、印刷業界において


